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15行下げる（行挿入で）

図として貼り付け

Dato-DXd療法

投与日 投与経路 投与時間
d1 ◎ ヘパリンNaロック用シリンジ10単位/ｍL（ライン確保用）

1
アロカリス235mg + パロノセトロン0.75mg + デキサメタゾン9.9mg + 生食
100mL div 30分

2 5％ブドウ糖50mL（フラッシュ用） div 5分

3 ダトロウェイ 6mg/kg + 5％ブドウ糖100mL div 90分
注射用水5mL/Vで溶解
溶解後濃度は20mg/mL
調製後4時間以内に投与完了
【要遮光】
投与時0.2μmｲﾝﾗｲﾝﾌｨﾙﾀｰ使用
初回投与の忍容性が良好であれば、
2回目以降30分で投与可。

4 5％ブドウ糖50mL（フラッシュ用） div 5分

d1 ★ 前投薬
カロナール錠500mg　1錠
レスタミンコーワ錠10mg　5錠
Rp.1点滴開始と同時に内服

プロトコール適応時表示コメント

癌化学療法処方

番号 抗癌剤名(商品名)・略号 1日投与量 投与法 投与日(d1,d8等)

1 ダトポタマブ　デルクステカン（ダトロウェイ） 6mg/kg 静注 d1

レジメン名 レジメン番号 1クールの日数

乳癌　ダトポタマブ　デルクステカン療法 C50-49 21日


